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(57)【要約】
【課題】画像ボケを抑えつつ、高反射率を得ることの可
能な反射型の表示パネルならびにそれを備えた表示装置
および電子機器を提供する。
【解決手段】表示パネル１０には、液晶層５０と、液晶
層５０を挟み込む基板３０，４０が設けられている。基
板３０には、液晶層５０を介して基板４０側から入射し
た外光を反射する機能を有する画素電極３２が設けられ
ている。一方、基板４０には、表示パネル１０との関係
で所定の方向から外光が入射したときにその外光を透過
させ、その透過した光のうち画素電極３２で反射されて
きた光を、散乱中心軸ＡＸ1を中心としてψx±ａxの範
囲で散乱させる光散乱層４６が設けられている。このと
き、表示パネル１０は、以下の２つの式が成り立つよう
に構成されている。
ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏ
ｓθx2）
ｂx≦αx

【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が２次元配置された表示パネルであって、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟み込む第１基板および第２基板と、
　前記液晶層を介して前記第２基板側から入射した外光を反射する反射層と、
　前記第２基板との関係で前記第１基板とは反対側に配置された光散乱層と
　を備え、
　前記光散乱層は、前記表示パネルとの関係で第１の方向から外光が入射したときにその
外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を
中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようになっており、
　前記第１の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθxとし、前記第１
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθx1とし、前記第１の方向
から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθx2とし、ψx、ａx、θx、θx1

、θx2が以下の式（１），（２）を満たすときに、θx1で前記光散乱層から出射された外
光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第１到達点と、θx2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第２到達点との距離をｂxとし、前記反射層と前記光散乱層との距離をｄとし、前
記画素の辺のうち前記第１の方向と平行な成分を有する第１の辺の長さをαxとすると、
θx1、θx2、ａx、ｂxおよびｄは、以下の式（３），（４）を満たす
　表示パネル。
　ψx－ａx≦θx1≦θx2≦ψx＋ａx…（１）
　ψx－ａx≦θx≦ψx＋ａx…（２）

  ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏｓθx2）…（３）
　ｂx≦αx…（４）
【請求項２】
　前記光散乱層は、さらに、前記表示パネルとの関係で前記第１の方向と交差する第２の
方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で
反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψy±ａyの範囲で散乱させるようになって
おり、
　前記第２の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθyとし、前記第２
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθy1とし、前記第２の方向
から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθy2とし、ψy、ａy、θy、θy1

、θy2が以下の式（５），（６）を満たすときに、θy1で前記光散乱層から出射された外
光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第３到達点と、θy2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第４到達点との距離をｂyとし、前記画素の辺のうち前記第１の辺とは異なる辺で
あって、かつ前記第２の方向と平行な成分を有する第２の辺の長さをαyとすると、θy1

、θy2、ａy、ｂyおよびｄは、以下の式（７），（８）を満たす
　請求項１に記載の表示パネル。
　ψy－ａy≦θy1≦θy2≦ψy＋ａy…（５）
　ψy－ａy≦θy≦ψy＋ａy…（６）

  ｂy＝ｄ×ｓｉｎ（θy2－θy1）／（ｃｏｓθy1×ｃｏｓθy2）…（７）
　ｂy≦αy…（８）
【請求項３】
　前記光散乱層は、前記表示パネルとの関係で第１の方向から外光が入射したときにその
外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を
中心としてψx±ａxの範囲で散乱させる機能と、前記表示パネルとの関係で前記第１の方
向と直交する第２の方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光
のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψy±ａyの範囲で散乱
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させる機能とを兼ね備えた１枚の光学フィルムからなる
　請求項２に記載の表示パネル。
【請求項４】
　前記光散乱層は、前記表示パネルとの関係で第１の方向から外光が入射したときにその
外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を
中心としてψx±ａxの範囲で散乱させる１枚の光学フィルムと、前記表示パネルとの関係
で前記第１の方向と直交する第２の方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、
その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψy±
ａyの範囲で散乱させる１枚の光学フィルムとを互いに積層して構成されたものである
　請求項２に記載の表示パネル。
【請求項５】
　前記光散乱層は、前記第２基板に対して接着剤で貼り合わされている
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の表示パネル。
【請求項６】
　前記反射層は、各画素に対応して１つずつ配置された複数の画素電極からなる
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載の表示パネル。
【請求項７】
　複数の画素が２次元配置された表示パネルと、
　映像信号に基づいて各画素を駆動する駆動回路と
　を備え、
　前記表示パネルは、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟み込む第１基板および第２基板と、
　前記液晶層を介して前記第２基板側から入射した外光を反射する反射層と、
　前記第２基板との関係で前記第１基板とは反対側に配置された光散乱層と
　を有し、
　前記光散乱層は、前記表示パネルとの関係で第１の方向から外光が入射したときにその
外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を
中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようになっており、
　前記第１の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθxとし、前記第１
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθx1とし、前記第１の方向
から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθx2とし、ψx、ａx、θx、θx1

、θx2が以下の式（１），（２）を満たすときに、θx1で前記光散乱層から出射された外
光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第１到達点と、θx2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第２到達点との距離をｂxとし、前記反射層と前記光散乱層との距離をｄとし、前
記画素の辺のうち前記第１の方向と平行な成分を有する第１の辺の長さをαxとすると、
θx1、θx2、ａx、ｂxおよびｄは、以下の式（３），（４）を満たす
　表示装置。
　ψx－ａx≦θx1≦θx2≦ψx＋ａx…（１）
　ψx－ａx≦θx≦ψx＋ａx…（２）

  ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏｓθx2）…（３）
　ｂx≦αx…（４）
【請求項８】
　前記光散乱層は、さらに、前記表示パネルとの関係で前記第１の方向と交差する第２の
方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で
反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψy±ａyの範囲で散乱させるようになって
おり、
　前記第２の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθyとし、前記第２
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθy1とし、前記第２の方向
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から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθy2とし、ψy、ａy、θy、θy1

、θy2が以下の式（５），（６）を満たすときに、θy1で前記光散乱層から出射された外
光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第３到達点と、θy2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第４到達点との距離をｂyとし、前記画素の辺のうち前記第１の辺とは異なる辺で
あって、かつ前記第２の方向と平行な成分を有する第２の辺の長さをαyとすると、θy1

、θy2、ａy、ｂyおよびｄは、以下の式（７），（８）を満たす
　請求項７に記載の表示装置。
　ψy－ａy≦θy1≦θy2≦ψy＋ａy…（５）
　ψy－ａy≦θy≦ψy＋ａy…（６）

  ｂy＝ｄ×ｓｉｎ（θy2－θy1）／（ｃｏｓθy1×ｃｏｓθy2）…（７）
　ｂy≦αy…（８）
【請求項９】
　表示装置を表示部として備え、
　前記表示装置は、
　複数の画素が２次元配置された表示パネルと、
　映像信号に基づいて各画素を駆動する駆動回路と
　を有し、
　前記表示パネルは、
　液晶層と、
　前記液晶層を挟み込む第１基板および第２基板と、
　前記液晶層を介して前記第２基板側から入射した外光を反射する反射層と、
　前記第２基板との関係で前記第１基板とは反対側に配置された光散乱層と
　を有し、
　前記光散乱層は、前記表示パネルとの関係で第１の方向から外光が入射したときにその
外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を
中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようになっており、
　前記第１の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθxとし、前記第１
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθx1とし、前記第１の方向
から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθx2とし、ψx、ａx、θx、θx1

、θx2が以下の式（１），（２）を満たすときに、θx1で前記光散乱層から出射された外
光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第１到達点と、θx2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第２到達点との距離をｂxとし、前記反射層と前記光散乱層との距離をｄとし、前
記画素の辺のうち前記第１の方向と平行な成分を有する第１の辺の長さをαxとすると、
θx1、θx2、ａx、ｂxおよびｄは、以下の式（３），（４）を満たす
　電子機器。
　ψx－ａx≦θx1≦θx2≦ψx＋ａx…（１）
　ψx－ａx≦θx≦ψx＋ａx…（２）

  ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏｓθx2）…（３）
　ｂx≦αx…（４）
【請求項１０】
　前記光散乱層は、さらに、前記表示パネルとの関係で前記第１の方向と交差する第２の
方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち前記反射層で
反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψy±ａyの範囲で散乱させるようになって
おり、
　前記第２の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する入射角をθyとし、前記第２
の方向から入射する外光の前記光散乱層に対する最小出射角をθy1とし、前記第２の方向
から入射する外光の前記光散乱層に対する最大出射角をθy2とし、ψy、ａy、θy、θy1

、θy2が以下の式（５），（６）を満たすときに、θy1で前記光散乱層から出射された外
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光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到達した第３到達点と、θy2で
前記光散乱層から出射された光のうち前記反射層で反射されてきた光が前記光散乱層に到
達した第４到達点との距離をｂyとし、前記画素の辺のうち前記第１の辺とは異なる辺で
あって、かつ前記第２の方向と平行な成分を有する第２の辺の長さをαyとすると、θy1

、θy2、ａy、ｂyおよびｄは、以下の式（７），（８）を満たす
　請求項９に記載の電子機器。
　ψy－ａy≦θy1≦θy2≦ψy＋ａy…（５）
　ψy－ａy≦θy≦ψy＋ａy…（６）

  ｂy＝ｄ×ｓｉｎ（θy2－θy1）／（ｃｏｓθy1×ｃｏｓθy2）…（７）
　ｂy≦αy…（８）
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反射型、または反射部と透過部とを兼ね備えた半透過型の表示パネルならび
にそれを備えた表示装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話や電子ペーパーなどのモバイル機器向けの表示装置の需要が高くなって
おり、反射型の表示装置が注目されている。反射型の表示装置は、外部からの入射光（周
辺光）を反射板で反射させて表示を行うものであり、バックライトを必要としない。その
ため、バックライトの分だけ消費電力が節約されるので、透過型の表示装置を用いた場合
と比べて、モバイル機器の長時間駆動が可能である。また、バックライトが不要であるこ
とから、その分だけ軽量化や小型化も可能となる。
【０００３】
　反射型の表示装置では、外光を利用して表示を行うために、散乱機能を持った層を表示
装置内に設ける必要がある。例えば、特許文献１では、反射電極に凹凸を設けることによ
り、反射電極に散乱機能を付与することが開示されている。また、特許文献２～４では、
反射電極に凹凸を設ける代わりに、散乱フィルムをガラス基板の上面に設けることが開示
されている。ここで、特許文献２に記載の散乱フィルムは、前方散乱が多く後方散乱が少
ない前方散乱フィルムである。特許文献３，４に記載の散乱フィルムは、特定方向から入
射した光を散乱する異方性前方散乱フィルムである。特許文献３に記載の異方性前方散乱
フィルムは、光出射時に散乱し光入射時にほとんど散乱しないようになっており、特許文
献４に記載の異方性前方散乱フィルムは、光入射時に散乱し光出射時にほとんど散乱しな
いようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２７７１３９２号
【特許文献２】特開平１１－２３７６２３号公報
【特許文献３】特開平０９－１１３８９３号公報
【特許文献４】特開２００２－２４４１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載の方法では、反射電極に凹凸を付けるためのプロセスが増え
、高コストとなってしまうという問題があった。特許文献２～４に記載の方法は、反射電
極に凹凸を付ける場合よりもプロセス数を少なくすることができる点で、特許文献１に記
載の方法よりも優れている。しかし、特許文献２に記載の方法では、散乱角度範囲が全方
位であるために、白表示での十分な明るさが得られず、コントラスト比が低いという問題
があった。さらに、特許文献２に記載の方法では、光入射時と光出射時の両方で散乱する



(6) JP 2012-155068 A 2012.8.16

10

20

30

40

50

ので、画像ボケが発生するという問題もあった。特許文献３に記載の方法では、散乱角度
範囲が限定的なので、白表示で十分な明るさが得られ、高いコントラスト比が得られるが
、光入射時の散乱の大きさによっては画像ボケが発生するという問題があった。特許文献
４に記載の方法では、光出射時の散乱が小さいので、画像ボケがほとんど生じないが、反
射率が十分に高くならず、白表示での十分な明るさが得られないという問題があった。
【０００６】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画像ボケを抑えつつ、高
反射率を得ることの可能な反射型の表示パネルならびにそれを備えた表示装置および電子
機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の表示パネルは、複数の画素が２次元配置された表示パネルである。この表示パ
ネルは、液晶層と、液晶層を挟み込む第１基板および第２基板と、液晶層を介して第２基
板側から入射した外光を反射する反射層と、第２基板との関係で第１基板とは反対側に配
置された光散乱層とを備えている。光散乱層は、表示パネルとの関係で第１の方向から外
光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち反射層で反射されてきた
光を、散乱中心軸を中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようになっている。このとき
、以下に定義したｂx、ｄ、θx1、θx2およびαxが、以下の２つの式（Ａ），（Ｂ）を満
たしている。
【０００８】
ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏｓθx2）…（Ａ）
ｂx≦αx…（Ｂ）
θx1：第１の方向から入射する外光の光散乱層に対する最小出射角
θx2：第１の方向から入射する外光の光散乱層に対する最大出射角
ｄ：反射層と光散乱層との距離
ｂx：ψx、ａx、θx、θx1、θx2が以下の２つの式（Ｃ），（Ｄ）を満たすときに、θx1

で光散乱層から出射された外光のうち反射層で反射されてきた光が光散乱層に到達した第
１到達点と、θx2で光散乱層から出射された光のうち反射層で反射されてきた光が光散乱
層に到達した第２到達点との距離
αx：画素の辺のうち第１の方向と平行な成分を有する第１の辺の長さ
ψx－ａx≦θx1≦θx2≦ψx＋ａx…（Ｃ）
ψx－ａx≦θx≦ψx＋ａx…（Ｄ）
θx：第１の方向から入射する外光の光散乱層に対する入射角
【０００９】
　本発明の表示装置は、複数の画素が２次元配置された表示パネルと、映像信号に基づい
て各画素を駆動する駆動回路とを備えたものである。この表示装置に搭載された表示パネ
ルは、上記の表示パネルと同一の構成要素を有している。本発明の電子機器は、上記の表
示装置を表示部として備えたものである。
【００１０】
　本発明の表示パネル、表示装置および電子機器では、上記の特性を有する光散乱層が第
２基板の上面に設けられている。これにより、最小出射角～最大出射角の範囲で光散乱層
から出射された外光が反射層で反射されたのち光散乱層に再度入射し、光散乱層で散乱を
受けて外部に出射されている時に、その散乱光によって形成される像のにじみ幅が画素サ
イズ以下となっている。そのため、観察者は、画像にボケが生じているとはほとんど感じ
ない。また、本発明の表示パネル、表示装置および電子機器では、外光が光散乱層に入射
するときには光散乱層でほとんど散乱されず、反射層で反射された外光が光散乱層を通過
するときに光散乱層で大きく散乱されるようになっている。そのため、光散乱層がこれと
は逆の特性となっている場合と比べて、高反射率が得られ、白輝度が高くなる。
【００１１】
　本発明の表示パネル、表示装置および電子機器において、光散乱層が、さらに、表示パ
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ネルとの関係で第１の方向と交差する第２の方向から外光が入射したときにその外光を透
過させ、その透過した光のうち反射層で反射されてきた光を、散乱中心軸を中心としてψ

y±ａyの範囲で散乱させるようになっていてもよい。このとき、以下に定義したｂy、ｄ
、θy1、θy2およびαyが、以下の２つの式（Ｅ），（Ｆ）を満たしていることが好まし
い。
【００１２】
ｂy＝ｄ×ｓｉｎ（θy2－θy1）／（ｃｏｓθy1×ｃｏｓθy2）…（Ｅ）
ｂy≦αy…（Ｆ）
θy1：第２の方向から入射する外光の光散乱層に対する最小出射角
θy2：第２の方向から入射する外光の光散乱層に対する最大出射角
ｂy：ψy、ａy、θy、θy1、θy2が以下の２つの式（Ｇ），（Ｈ）を満たすときに、θy1

で光散乱層から出射された外光のうち反射層で反射されてきた光が光散乱層に到達した第
３到達点と、θy2で光散乱層から出射された光のうち反射層で反射されてきた光が光散乱
層に到達した第４到達点との距離
αy：画素の辺のうち第１の辺とは異なる辺であって、かつ第２の方向と平行な成分を有
する第２の辺の長さ
ψy－ａy≦θy1≦θy2≦ψy＋ａy…（Ｇ）
ψy－ａy≦θy≦ψy＋ａy…（Ｈ）
θy：第２の方向から入射する外光の光散乱層に対する入射角
【００１３】
　上記のようにした場合には、表示パネルを観察者との関係で所定の角度だけ回転させた
ときにでも、観察者は、画像にボケが生じているとはほとんど感じることがなく、しかも
、高反射率が得られる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の表示パネル、表示装置および電子機器によれば、上記の特性を有する光散乱層
を第２基板の上面に設けるようにしたので、画像ボケを抑えつつ、高反射率を得ることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示装置の構成の一例を表す上面図および断面図で
ある。
【図２】（Ａ）図１の表示パネルのＡ－Ａ矢視方向の断面構成の一例を表す図である。（
Ｂ）図１の表示パネルのＢ－Ｂ矢視方向の断面構成の一例を表す図である。
【図３】図２の光散乱層の断面構成の一例を表す図である。
【図４】図１の表示装置の作用の一例を表す概念図である。
【図５】図４の光散乱層の散乱角度範囲について説明するための概念図である。
【図６】光散乱層の散乱特性と反射率との関係の一例を表す図である。
【図７】外光の入射角と画像のボケ幅との関係の一例を表す図である。
【図８】支持基板の厚さと画像のボケ幅との関係の一例を表す図である。
【図９】図２の光散乱層の断面構成の一変形例を表す図である。
【図１０】図２の光散乱層の断面構成の他の変形例を表す図である。
【図１１】図９または図１０の光散乱層を用いた表示装置の作用の一例を表す概念図であ
る。
【図１２】図１１の光散乱層の散乱角度範囲について説明するための概念図である。
【図１３】一適用例に係る電子機器の構成の一例を表す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説
明は以下の順序で行う。
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　　１．実施の形態（表示装置）
　　　　　光散乱層が１つの散乱中心軸を有している例（図１～図６）
　　２．実施例（表示装置）
　　　　　上記実施の形態に係る表示装置の一実施例（図７、図８）
　　３．変形例（表示装置）
　　　　　光散乱層が２つの散乱中心軸を有している例（図９～図１２）
　　４．適用例（電子機器）
　　　　　上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　表示部として利用されている例（図１３）
【００１７】
＜１．実施の形態＞
[構成]
　図１（Ａ）は、本発明の一実施の形態に係る表示装置１の上面構成の一例を表すもので
ある。図１（Ｂ）は、図１（Ａ）の表示装置１のＡ－Ａ矢視方向の断面構成の一例を表す
ものである。なお、図１（Ａ），（Ｂ）は模式的に表したものであり、実際の寸法、形状
と同一とは限らない。
【００１８】
　表示装置１は、例えば、図１（Ａ），（Ｂ）に示したように、表示パネル１０と、表示
パネル１０を駆動する駆動回路が集積されたドライバＩＣ２０とを備えたものである。こ
の表示装置１において、表示パネル１０の表面のうち外縁以外の領域が各種画像やデータ
等を表示する表示領域１Ａとなっており、表示パネル１０の表面のうち表示領域１Ａの周
縁が非表示領域１Ｂとなっている。
【００１９】
　ドライバＩＣ２０は、後述の各画素１０Ａを映像信号に基づいて駆動するものであり、
例えば、図１（Ａ）に示したように、後述の基板３０の表面上に実装されている。
【００２０】
　表示パネル１０は、反射型、または反射部と透過部とを兼ね備えた半透過型の液晶パネ
ルである。表示パネル１０は、複数の画素１０Ａが表示領域１Ａ内に２次元配置されたも
のであり、映像信号に応じて各画素１０Ａが駆動されることによって画像を表示するもの
である。表示パネル１０は、例えば、図１（Ａ），（Ｂ）に示したように、所定の間隙を
介して互いに対向する基板３０，４０と、基板３０と基板４０との間に設けられた液晶層
５０およびシール材６０とを備えている。なお、基板３０が本発明の「第１基板」の一具
体例に相当し、基板４０が本発明の「第２基板」の一具体例に相当する。
【００２１】
　液晶層５０は、例えば、ネマティック（Nematic）液晶を含んで構成され、後述するよ
うに、ドライバＩＣ２０からの印加電圧により、液晶層５０に入射する光を画素１０Ａご
とに透過または遮断する変調機能を有している。なお、液晶の光透過レベルを変えること
により画素１０Ａごとの階調が調整される。シール材６０は、液晶層５０を封止するとと
もに、基板３０および基板４０を互いに貼り合わせるものである。シール材６０によって
区画された領域が、表示領域１Ａに対応しており、シール材６０によって区画された領域
の外側の領域が、非表示領域１Ｂに対応している。
【００２２】
　図２（Ａ），（Ｂ）は、表示パネル１０の断面構成をより具体的に表したものである。
図２（Ａ）は、図１（Ａ）のＡ－Ａ矢視方向の断面構成の一例を表したものである。図２
（Ｂ）は、図１（Ａ）のＢ－Ｂ矢視方向の断面構成の一例を表したものである。
【００２３】
　基板３０は、例えば、図２（Ａ），（Ｂ）に示したように、支持基材３１の液晶層５０
側の表面上に、複数の画素電極３２と、配向膜３３とを有するものである。基板４０は、
例えば、図２（Ａ），（Ｂ）に示したように、支持基材４１の液晶層５０側の表面上に、
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カラーフィルタ４２、遮光部４３、透明電極４４および配向膜４５を有するとともに、支
持基材４１の液晶層５０とは反対側の表面上に、光散乱層４６、位相差層４７および偏光
層４８を有するものである。遮光部４３は、カラーフィルタ４２と同一面に部分的に設け
られている。なお、支持基材３１が本発明の「第１基板」の一具体例に相当し、支持基材
４１が本発明の「第２基板」の一具体例に相当する。また、画素電極３２が本発明の「反
射層」の一具体例に相当する。なお、基板３０または基板４０において、図２に未記載の
何らかの層がさらに追加されてもよい。
【００２４】
　支持基材３１および支持基材４１のうち少なくとも支持基材４１は、可視光に対して透
明な基板、例えば、板ガラスまたは透光性の樹脂基板からなる。支持基材３１は、可視光
に対して不透明な基板、例えば、シリコンウェハーなどであってもよい。
【００２５】
　複数の画素電極３２は、支持基材４１側の透明電極４４と共に液晶層５０を駆動するも
のである。各画素電極３２は、ドライバＩＣ２０と電気的に接続されている。各画素電極
３２は、ドライバ１Ｃ２０によって電圧が印加されると、画素電極３２および透明電極４
４間の電位差に応じた電界を、画素電極３２と透明電極４４の間に発生させ、その電界の
大きさ応じて液晶層５０を駆動するようになっている。
【００２６】
　複数の画素電極３２は、支持基材３１のうち液晶層５０側の表面上に２次元配置されて
おり、例えば、格子配列またはデルタ配列となっている。各画素電極３２は、例えば、面
内のある方向に延在する帯状の形状となっている。図２（Ａ），（Ｂ）では、各画素電極
３２がＸ軸方向に延在する長方形状となっている場合が例示されている。なお、各画素電
極３２がＹ軸方向に延在する長方形状となっていたり、正方形状となっていたりしていて
もよい。
【００２７】
　複数の画素電極３２は、さらに、液晶層５０を介して基板４０側から入射した光を反射
する機能も有している。各画素電極３２は、可視光を反射する導電性材料からなり、例え
ば、Ａｌ－Ｎｄ合金などの金属材料からなる。各画素電極３２の上面は、例えば、鏡面と
なっている。このように、各画素電極３２が反射層として用いられる場合には、各画素電
極３２以外の部材が反射層として用いられる場合と比べて、反射層を支持基材４１の裏面
に対して最も近づけることができる。
【００２８】
　透明電極４４は、可視光に対して透明な導電性材料からなり、例えば、ＩＴＯ（Indium
 Tin Oxide；酸化インジウムスズ）からなる。透明電極４４は、例えば、基板４０内の所
定の層内全体に形成された電極であり、全ての画素電極３２と向き合って配置されている
。従って、透明電極４４は、各画素電極３２に対して対向する共通電極として機能する。
【００２９】
　表示パネル１０のうち、画素電極３２と透明電極４４とが互いに対向する部分に対応す
る部分が、画素電極３２および透明電極４４間に印加される電圧によって液晶層５０を部
分的に駆動することの可能な最小単位となっている。本実施の形態では、この最小単位が
、図２（Ａ）に示したように、副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇまたは副画素１０Ｂに相当し
ており、これら３つの副画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂで１つの画素１０Ａが構成されてい
る。
【００３０】
　ここで、副画素１０Ｒは赤色の光を出射するものである。副画素１０Ｒは、後述の画素
電極３２から反射されてきた光のうち赤色の波長帯の光を選択的に透過することにより、
赤色の光を出射するようになっている。副画素１０Ｇは緑色の光を出射するものである。
副画素１０Ｇは、後述の画素電極３２から反射されてきた光のうち緑色の波長帯の光を選
択的に透過することにより、緑色の光を出射するようになっている。副画素１０Ｂは青色
の光を出射するものである。副画素１０Ｂは、後述の画素電極３２から反射されてきた光
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のうち青色の波長帯の光を選択的に透過することにより、青色の光を出射するようになっ
ている。
【００３１】
　配向膜３３，４５は、液晶層５０内の液晶分子を所定の方向に配向させるものである。
配向膜３３は、各画素電極３２を含む表面上に形成されており、液晶層５０と直接に接し
ている。一方、配向膜４５は、透明電極４４の表面上に形成されており、液晶層５０と直
接に接している。配向膜３３，４５は、例えば、ポリイミドなどの高分子材料からなり、
例えば、塗布したポリイミド等に対してラビング処理を施すことにより形成されたもので
ある。
【００３２】
　カラーフィルタ４２は、液晶層５０を透過してきた光を、例えば、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）
および青（Ｂ）の三原色にそれぞれ色分離するためのカラーフィルタを、画素電極３２の
配列と対応させて配列したものである。カラーフィルタ４２は、例えば、図２（Ａ）に示
したように、副画素１０Ｒに対応して赤用フィルタ４２Ｒを有しており、副画素１０Ｇに
対応して緑用フィルタ４２Ｇを有しており、副画素１０Ｂに対応して青用フィルタ４２Ｂ
を有している。フィルタ配列（画素配列）としては、一般的に、ストライプ配列や、ダイ
アゴナル配列、デルタ配列、レクタングル配列のようなものがある。
【００３３】
　なお、図２（Ａ），（Ｂ）には、フィルタ配列がストライプ配列となっている場合が例
示されている。このとき、副画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０ＢがＹ軸方向に周期的に配置され
ており、赤用フィルタ４２Ｒ、緑用フィルタ４２Ｇおよび青用フィルタ４２Ｂも、副画素
１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの配列に対応してＹ軸方向に周期的に配置されている。Ｘ軸方向
に関しては、副画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂが、色ごとに一列に配置されており、赤用フ
ィルタ４２Ｒ、緑用フィルタ４２Ｇおよび青用フィルタ４２Ｂも、副画素１０Ｒ，１０Ｇ
，１０Ｂの配列に対応して、色ごとに一列に配置されている。なお、本実施の形態におい
て、フィルタ配列は、ストライプ配列に限定されるものではなく、上述のダイアゴナル配
列やデルタ配列、レクタングル配列などの他の配列となっていてもよい。
【００３４】
　遮光部４３は、画素間のクロストークを低減するものであり、例えば、可視光を吸収す
る機能を有している。遮光部４３は、例えば、画素電極３２との非対向領域に形成されて
おり、例えば、画素電極３２との対向領域に開口を有する格子状の形状となっている。
【００３５】
　偏光層４８は、所定の直線偏光成分を吸収し、それ以外の偏光成分を透過する機能を有
している。従って、偏光層４８は、外部から入射してきた外光を直線偏光に変換する機能
を有している。偏光層４８は、例えば、ヨウ素等のハロゲン物質や二色性染料をポリビニ
ルプチラール等の高分子フィルムに吸着させることにより形成されたものである。位相差
層４７は、例えば、ポリビニルアルコール樹脂の一軸延伸フィルムである。そのリタデー
ションは、可視光領域のうち最も視感度の高い緑色光波長の約１／４に相当する値となっ
ている。従って、位相差層４７は、偏光層４８側から入射してきた直線偏光光を円偏光に
変換する機能を有しており、１／４波長板として機能する。なお、高帯域にするために、
偏光層４８と、位相差層４７との間に、可視光の最も視感度が高い緑色光波長の約１／２
に相当するリタデーションを有する位相差層（例えば１／２波長板）がさらに設けられて
いてもよい。
【００３６】
　光散乱層４６は、支持基材４１と位相差層４７との間の領域に配置されており、例えば
、接着剤（図示せず）によって支持基材４１の上面に貼り合わされている。光散乱層４６
は、例えば、図３（Ａ）または図３（Ｂ）に示したように、屈折率の互いに異なる２種類
の領域４６Ａ、４６Ｂが厚さ方向に延在するとともに所定の方向（具体的には後述の散乱
中心軸ＡＸ1の向きと同一またはほぼ同一の方向）に傾斜して形成されたものである。な
お、図３（Ａ），（Ｂ）は、光散乱層４６の構成の一例を斜視的に表すとともに、Ｘ軸と
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平行な方向で切断した断面構成の一例も表したものである。光散乱層４６は、例えば、屈
折率の互いに異なる２種類以上の光重合可能なモノマーまたはオリゴマーの混合物である
樹脂シートに、紫外線を斜め方向から照射することにより形成されたものである。なお、
光散乱層４６は、上記とは異なる構造となっていてもよく、また、上記とは異なる方法で
製造されたものであってもよい。
【００３７】
　光散乱層４６は、特定方向から入射した光を散乱する異方性前方散乱フィルムである。
光散乱層４６は、特定方向から光が入射してきた場合に、その入射光をほとんど散乱せず
に透過させ、画素電極３２で反射され戻ってきた光を大きく散乱するようになっている。
また、光散乱層４６は、特定方向とは異なる方向から光が入射してきた場合には、偏光層
４８側からの光入射時だけでなく偏光層４８側への光出射時にも、ほとんど散乱せずに透
過させるようになっている。
【００３８】
　光散乱層４６は、例えば、図４に示したように、表示パネル１０との関係で第１の方向
から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち画素電極３２で反
射されてきた光を、散乱中心軸ＡＸ1を中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようにな
っている。ここで、外光とは、表示パネル１０の表示領域１Ａに入射する平行光を指して
おり、さらに、無偏光光を指している。また、第１の方向とは、図４において、Ｘ座標お
よびＺ座標が正となる象限の方向のうち限られた角度範囲内の方向を指している。この角
度範囲は、後述の２つの式（Ｃ），（Ｄ）が成立する範囲となっている。
【００３９】
　散乱角度範囲（ψx±ａx）においては、理想的には、散乱光の光強度が均一となり、散
乱特性がトップハット形状となる。しかし、実際には、図５に示したように、散乱特性は
、ある程度の勾配を持った山なりの形状となる。そこで、本実施の形態では、光強度が、
散乱中心軸ψxにおける光強度の１０％に相当する大きさとなるときの角度を、散乱角度
範囲（ψx±ａx）の両端の値（ψx－ａx，ψx＋ａx）とした。
【００４０】
　本実施の形態では、以下に定義したｂx、ｄ、θx1、θx2およびαxが、以下の２つの式
（Ａ），（Ｂ）を満たしている。以下の２つの式（Ａ），（Ｂ）において、ｂxが、観察
者が表示パネル１０の表示領域１Ａを眺めたときに、表示領域１Ａに形成される映像のに
じみ（いわゆるボケ幅）に対応している。従って、以下の式（Ｂ）は、ボケ幅が副画素サ
イズ以下となっていることを意味している。
【００４１】
ｂx＝ｄ×ｓｉｎ（θx2－θx1）／（ｃｏｓθx1×ｃｏｓθx2）…（Ａ）
ｂx≦αx…（Ｂ）
θx1：第１の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する最小出射角
θx2：第１の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する最大出射角
ｄ：画素電極３２と光散乱層４６との距離
ｂx：ψx、ａx、θx、θx1、θx2が以下の２つの式（Ｃ），（Ｄ）を満たすときに、θx1

で光散乱層４６から出射された外光のうち画素電極３２で反射されてきた光が光散乱層４
６に到達した第１到達点Ｐx1と、θx2で光散乱層４６から出射された光のうち画素電極３
２で反射されてきた光が光散乱層４６に到達した第２到達点Ｐx2との距離
αx：副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇまたは副画素１０Ｂの辺のうち第１の方向と平行な成
分を有する第１の辺の長さ
ψx－ａx≦θx1≦θx2≦ψx＋ａx…（Ｃ）
ψx－ａx≦θx≦ψx＋ａx…（Ｄ）
θx：第１の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する入射角
【００４２】
[作用、効果]
　次に、本実施の形態の表示装置１の作用、効果について説明する。
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【００４３】
　表示装置１の作用の説明に際して、表示パネル１０内の透過軸、遅相軸およびラビング
軸が以下のようになっているとする。具体的には、偏光層４８の透過軸と、位相差層４７
の遅相軸とのなす角が４５°となっている。偏光層４８の透過軸と、配向膜４５のラビン
グ軸とのなす角が１０１°となっている。配向膜４５のラビング軸と、配向膜４５のラビ
ング軸のなす角（すなわち、液晶のねじれ角）が７０°となっている。このとき、液晶層
５０のリタデーションが０．２５μｍとなっている。なお、上記の数値は、あくまでも表
示装置１の作用を説明するために一例として挙げたものであり、表示パネル１０内の透過
軸、遅相軸およびラビング軸が上記の数値に限定されることを意図したものではない。
【００４４】
　表示パネル１０内の透過軸、遅相軸およびラビング軸が上述したようになっている場合
に、例えば、特定の方向から入射してきた外光Ｌxは、偏光層４８によって直線偏光に変
換され、さらに位相差層４７によって左回り円偏光に変換されて、光散乱層４６に到達す
る。光散乱層４６で後方に散乱された光は、右回り円偏光に変換され、位相差層４７によ
って再び直線偏光に戻るが、この直線偏光は偏光層４８の透過軸と直交する方向に振動し
ており、偏光層４８によって吸収される。また、支持基材４１などの界面で後方に反射し
た光も、同様に偏光層４８によって吸収される。これら後方に反射する光は全て表示に寄
与しないので、高いコントラストが得られる。
【００４５】
　一方、光散乱層４６で前方にわずかに散乱された光のうち、電圧の印加されていない液
晶層５０に入射した光は、液晶層５０で直線偏光に変換されて画素電極３２に達する。こ
れは、あらかじめそうなるように液晶層５０のリタデーションとツイスト角が設定されて
いるためである。反射された光は、全く同じ経路をたどって、元の左回り円偏光に戻され
る。このような変換は、画素電極３２上で直線偏光になるような変換を行う液晶層５０に
ついて一般的に言えることである。左回り円偏光は、光散乱層４６で前方に大きく散乱さ
れたのち、位相差層４７によって元の直線偏光に戻り、偏光層４８を通過する。従って、
この場合には、画素１０Ａ（または、副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇもしくは副画素１０Ｂ
）は明表示となる。
【００４６】
　また、光散乱層４６で前方にわずかに散乱された光のうち、電圧の印加されている液晶
層５０に入射した光は、左回り円偏光のまま画素電極３２に達し、画素電極３２で反射さ
れて右回り円偏光になる。この光は先程の光散乱層４６で後方に散乱された光と同様の経
路をたどって、偏光層４８で吸収される。従って、この場合には、画素１０Ａ（または、
副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇもしくは副画素１０Ｂ）は暗表示となる。このように、本実
施の形態では、光散乱層４６で後方散乱した光や各界面で反射した光が、位相差層４７と
偏光層４８の組み合わせによって吸収されるので、高いコントラスト比が得られる。
【００４７】
　また、本実施の形態では、上記の特性を有する光散乱層４６が支持基材４１の上面に設
けられている。これにより、最小出射角～最大出射角の範囲で光散乱層４６から出射され
た外光が画素電極３２で反射されたのち光散乱層４６に再度入射し、光散乱層４６で散乱
を受けて外部に出射されている時に、その散乱光によって形成される像のにじみ幅が副画
素サイズ以下となっている。
【００４８】
　また、本実施の形態では、外光Ｌxが光散乱層４６に入射するときには光散乱層４６で
ほとんど散乱されず、画素電極３２で反射された外光が光散乱層４６を通過するときに光
散乱層４６で大きく散乱されるようになっている。そのため、光散乱層４６がこれとは逆
の特性となっている場合と比べて、高い反射率が得られ、白輝度が高くなる。このことは
、図６に示した実験結果から明らかである。図６には、光散乱層４６が入射光をほとんど
散乱せずに透過させ、反射層で反射され戻ってきた光を大きく散乱するようになっている
場合（出射散乱）の方が、光散乱層４６が入射光を大きく散乱し、反射層で反射され戻っ
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てきた光をほとんど散乱しないようになっている場合（入射散乱）よりも、反射率（つま
り、表面輝度）が高くなっていることが示されている。従って、画像ボケを抑えつつ、明
るい表示を得ることができる。
【００４９】
＜２．実施例＞
　次に、上記実施の形態の表示装置１の実施例について説明する。図７は、外光がθx＝
１０，２０，３０，４０°で光散乱層４６の上面に入射し、θx－３°≦（θx1，θx2）
≦θx＋３°で光散乱層４６の下面から出射され、かつ光散乱層４６の散乱角度範囲（ψx

±ａx）が２０°±２０°となっている場合に、ｄが１００，３００，５００μｍとなっ
ているときの、入射角θxと距離ｂx（＝画像のボケ幅）との関係を表したものである。な
お、図７において、入射角θxとして、１０，２０，３０，４０°を挙げたのは、外光の
入射角として適当な範囲が１０°～４０°であると考えたからである。
【００５０】
　図７から、副画素サイズが１００μｍ以上となっている場合には、ｄ（実質的には支持
基材４１の厚さ）が５００μｍ程度と厚くなっていたとしても、ボケ幅が副画素サイズ以
下となり、画像ボケを抑えることができることがわかる。また、図７から、副画素サイズ
が５５μｍ以上となっている場合には、ｄが３００μｍ以下となっていれば、ボケ幅が副
画素サイズ以下となり、画像ボケを抑えることができることがわかる。また、図７から、
副画素サイズが２０μｍ以上となっている場合には、ｄが１００μｍ以下となっていれば
、ボケ幅が副画素サイズ以下となり、画像ボケを抑えることができることがわかる。
【００５１】
　図８は、外光がθx＝３０°で光散乱層４６の上面に入射し、θx－３°≦（θx1，θx2

）≦θx＋３°で光散乱層４６の下面から出射され、かつ光散乱層４６の散乱角度範囲（
ψx±ａx）が２０°±２０°となっている場合に、ｄx（≒支持基材４１の厚さ）と、距
離ｂx（＝画像のボケ幅）との関係を表したものである。なお、図８において、入射角θx

として３０°を挙げたのは、外光の入射角として設計角（設計時に外光の入射角として想
定する角度）となり得る角度であると考えたからである。なお、設計角は、散乱中心軸Ａ
Ｘ1の角度と相関関係にあり、設計角と相関関係のある散乱中心軸ＡＸ1の角度は、光散乱
層４６の領域４６Ａ，４６Ｂの傾斜角（光散乱層４６の法線と領域４６Ａ，４６Ｂの長軸
とのなす角）とおおむね等しくなっている。従って、表示装置１の設計角は、光散乱層４
６の領域４６Ａ，４６Ｂの傾斜角から推定することが可能である。
【００５２】
　図８から、設計角が３０°となっており、副画素サイズが４２μｍ以上となっている場
合には、ｄが３００μｍ以下となっていれば、ボケ幅が副画素サイズ以下となり、画像ボ
ケを抑えることができることがわかる。また、図８から、設計角が３０°となっており、
副画素サイズが３０μｍ以上となっている場合には、ｄが２００μｍ以下となっていれば
、ボケ幅が副画素サイズ以下となり、画像ボケを抑えることができることがわかる。また
、図８から、設計角が３０°となっており、副画素サイズが１６μｍ以上となっている場
合には、ｄが１００μｍ以下となっていれば、ボケ幅が副画素サイズ以下となり、画像ボ
ケを抑えることができることがわかる。
【００５３】
＜３．変形例＞
[第１変形例]
　上記実施の形態では、光散乱層４６は、表示パネル１０との関係で第１の方向から外光
が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち画素電極３２で反射されて
きた光を、散乱中心軸ＡＸ1を中心としてψx±ａxの範囲で散乱させるようになっていた
が、さらに、他の方向から入射してした外光に対しても同様の散乱機能を有していてもよ
い。
【００５４】
　このとき、光散乱層４６は、例えば、図９に示したように、屈折率の互いに異なる２種
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類の領域４６Ａ、４６Ｂが厚さ方向に延在するとともに所定の方向（具体的には散乱中心
軸ＡＸ1の向きと同一またはほぼ同一の方向）に傾斜して形成された異方性前方散乱フィ
ルム４６－１と、屈折率の互いに異なる２種類の領域４６Ｃ、４６Ｄが厚さ方向に延在す
るとともに所定の方向（具体的には後述の散乱中心軸ＡＸ2の向きと同一またはほぼ同一
の方向）に傾斜して形成された異方性前方散乱フィルム４６－２とを積層して構成された
ものであってもよい。なお、図９は、光散乱層４６の構成の一例を展開して斜視的に表す
とともに、断面構成の一例も表したものである。
【００５５】
　また、光散乱層４６は、例えば、図１０に示したように、屈折率の互いに異なる３種類
の領域４６Ｅ、４６Ｆ、４６Ｇが厚さ方向に延在するとともに、領域４６Ｆが所定の方向
（具体的には散乱中心軸ＡＸ1の向きと同一またはほぼ同一の方向）に傾斜して形成され
るとともに、領域４６Ｇが所定の方向（具体的には散乱中心軸ＡＸ2の向きと同一または
ほぼ同一の方向）に傾斜して形成された１枚の異方性前方散乱フィルムであってもよい。
このとき、領域４６Ｅは、光散乱層４６のうち領域４６Ｆ、４６Ｇ以外の部位に対応して
いる。なお、図１０は、光散乱層４６の構成の一例を斜視的に表すとともに、断面構成の
一例も表したものである。
【００５６】
　本変形例において、光散乱層４６は、図４に示したように、表示パネル１０との関係で
第１の方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光のうち画素電
極３２で反射されてきた光を、散乱中心軸ＡＸ1を中心としてψx±ａxの範囲で散乱させ
る機能を有している。光散乱層４６は、さらに、図１１に示したように、表示パネル１０
との関係で第２の方向から外光が入射したときにその外光を透過させ、その透過した光の
うち画素電極３２で反射されてきた光を、散乱中心軸ＡＸ2を中心としてψy±ａyの範囲
で散乱させる機能を有している。
【００５７】
　ここで、第２の方向とは、第１の方向および第２の方向を矢印で模式的に表したときに
、これらの矢印を光散乱層４６の厚さ方向（Ｚ軸方向）からみたときに、第１の方向の矢
印と第２の方向の矢印とが互いに直交する方向を指している。さらに、第２の方向とは、
図１１において、Ｙ座標およびＺ座標が正となる象限の方向のうち限られた角度範囲内の
方向を指している。この角度範囲は、後述の２つの式（Ｇ），（Ｈ）が成立する範囲とな
っている。
【００５８】
　散乱角度範囲（ψy±ａy）においては、理想的には、散乱光の光強度が均一となり、散
乱特性がトップハット形状となる。しかし、実際には、図１２に示したように、散乱特性
は、ある程度の勾配を持った山なりの形状となる。そこで、本変形例では、光強度が、散
乱中心軸ψyにおける光強度の１０％に相当する大きさとなるときの角度を、散乱角度範
囲（ψy±ａy）の両端の値（ψy－ａy，ψy＋ａy）とした。
【００５９】
　本変形例では、以下に定義したｂy、ｄ、θy1、θy2およびαyが、以下の２つの式（Ｅ
），（Ｆ）を満たしている。以下の２つの式（Ｅ），（Ｆ）において、ｂyが、観察者が
表示パネル１０の表示領域１Ａを眺めたときに、表示領域１Ａに形成される映像のにじみ
（いわゆるボケ幅）に対応している。従って、以下の式（Ｆ）は、ボケ幅が副画素サイズ
以下となっていることを意味している。
【００６０】
ｂy＝ｄ×ｓｉｎ（θy2－θy1）／（ｃｏｓθy1×ｃｏｓθy2）…（Ｅ）
ｂy≦αy…（Ｆ）
θy1：第２の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する最小出射角
θy2：第２の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する最大出射角
ｂy：ψy、ａy、θy、θy1、θy2が以下の２つの式（Ｇ），（Ｈ）を満たすときに、θy1

で光散乱層４６から出射された外光のうち画素電極３２で反射されてきた光が光散乱層４
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６に到達した第３到達点Ｐy1と、θy2で光散乱層４６から出射された光のうち画素電極３
２で反射されてきた光が光散乱層４６に到達した第４到達点Ｐy2との距離
αy：副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇまたは副画素１０Ｂの辺のうち第１の辺とは異なる辺
であって、かつ第２の方向と平行な成分を有する第２の辺の長さ
ψy－ａy≦θy1≦θy2≦ψy＋ａy…（Ｇ）
ψy－ａy≦θy≦ψy＋ａy…（Ｈ）
θy：第２の方向から入射する外光の光散乱層４６に対する入射角
【００６１】
　次に、本変形例における効果について説明する。本変形例では、上記の特性を有する光
散乱層４６が支持基材４１の上面に設けられている。これにより、第１の方向または第２
の方向から外光が入射したときに、最小出射角～最大出射角の範囲で光散乱層４６から出
射された外光が画素電極３２で反射されたのち光散乱層４６に再度入射し、光散乱層４６
で散乱を受けて外部に出射されている時に、その散乱光によって形成される像のにじみ幅
が副画素サイズ以下となっている。そのため、表示パネルを観察者との関係で９０°回転
させたときにでも、観察者は、画像にボケが生じているとはほとんど感じることがなく、
しかも、高反射率が得られる。従って、本変形例では、表示パネル１０との関係で第１の
方向および第２の方向のいずれの方向から外光が入射したときであっても、画像ボケを抑
えつつ、高反射率を得ることができる。
【００６２】
[第２変形例]
　上記実施の形態およびその変形例では、表示パネル１０は、カラー表示可能な構成とな
っていたが、モノクロ表示だけ可能な構成となっていてもよい。例えば、上記実施の形態
において、カラーフィルター４２が省略されるとともに、各画素１０Ａが副画素を有さず
、画素電極３２および透明電極４４間に印加される電圧によって液晶層５０を部分的に駆
動することの可能な最小単位となっていてもよい。
【００６３】
[第３変形例]
　上記実施の形態およびその変形例では、各画素電極３２が反射層として機能していたが
、画素電極３２以外の部材が反射層として機能してもよい。例えば、図示しないが、画素
電極３２よりも支持基材３１側に、反射層が新たに設けられていてもよい。この場合には
、各画素電極３２は反射層として機能する必要はなく、例えば、ＩＴＯなどの透明な導電
性材料によって構成されていてもよい。
【００６４】
[第４変形例]
　上記実施の形態およびその変形例では、支持基材３１側の電極が、２次元配置された複
数の画素電極３２となっていたが、それ以外の構成となっていてもよい。
【００６５】
　例えば、支持基材３１側の電極が、面内のある方向（例えばＸ軸方向）に延在する複数
の帯状電極となっていてもよい。ただし、その場合には、支持基材４１側の電極が、支持
基材３１側の各電極の延在方向と直交する方向に延在する複数の帯状電極となっており、
かつ、支持基材４１側の各帯状電極に、ドライバＩＣ２０が電気的に接続されていること
が好ましい。このとき、表示パネル１０のうち、支持基材３１側の帯状電極と、支持基材
４１側の帯状電極とが互いに交差する部分が、副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇ、または副画
素１０Ｂとなる。
【００６６】
　また、例えば、支持基材３１側の電極が、面内全体に形成されたシート状電極となって
いてもよい。ただし、その場合には、支持基材４１側の電極が、２次元配置された複数の
画素電極となっており、これらの画素電極に、ドライバＩＣ２０が電気的に接続されてい
ることが好ましい。このとき、表示パネル１０のうち、支持基材４１側の画素電極と対向
する部分が、副画素１０Ｒ、副画素１０Ｇ、または副画素１０Ｂとなる。
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【００６７】
[第５変形例]
　上記実施の形態およびその変形例では、各画素１０Ａが、３つの副画素１０Ｒ，１０Ｇ
，１０Ｂで構成されていたが、それとは異なる組み合わせの複数の副画素によって構成さ
れていてもよい。また、各画素１０Ａが、副画素を有しておらず、画素電極３２および透
明電極４４間に印加される電圧によって液晶層５０を部分的に駆動することの可能な最小
単位となっていてもよい。なお、この場合には、αxは、画素１０Ａの辺のうち第１の方
向と平行な成分を有する第１の辺の長さとなり、上記の式（Ｂ）は、ボケ幅が画素サイズ
以下となっていることを意味することになる。同様に、αyは、画素１０Ａの辺のうち第
２の方向と平行な成分を有する第２の辺の長さとなり、上記の式（Ｆ）は、ボケ幅が画素
サイズ以下となっていることを意味することになる。
【００６８】
　また、本変形例では、最小出射角～最大出射角の範囲で光散乱層４６から出射された外
光が画素電極３２で反射されたのち光散乱層４６に再度入射し、光散乱層４６で散乱を受
けて外部に出射されている時に、その散乱光によって形成される像のにじみ幅が画素サイ
ズ以下となっている。そのため、観察者は、画像にボケが生じているとはほとんど感じな
い。
【００６９】
＜４．適用例＞
　次に、上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１の一適用例について説明する
。図１３は、本適用例に係る電子機器１００の概略構成の一例を表す斜視図である。電子
機器１００は、携帯電話機であり、例えば、図１３に示したように、本体部１１１と、本
体部１１１に対して開閉可能に設けられた表示体部１１２とを備えている。本体部１１１
は、操作ボタン１１５と、送話部１１６を有している。表示体部１１２は、表示装置１１
３と、受話部１１７とを有している。表示装置１１３は、電話通信に関する各種表示を、
表示装置１１３の表示画面１１４に表示するようになっている。電子機器１００は、表示
装置１１３の動作を制御するための制御部（図示せず）を備えている。この制御部は、電
子機器１００全体の制御を司る制御部の一部として、またはその制御部とは別に、本体部
１１１または表示体部１１２の内部に設けられている。
【００７０】
　表示装置１１３は、上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１と同一の構成を
備えている。これにより、表示装置１１３において、画像ボケの少ない画像を、高反射率
で表示することができる。
【００７１】
　なお、上記実施の形態およびその変形例に係る表示装置１を適用可能な電子機器として
は、以上に説明した携帯電話機等の他にも、パーソナルコンピュータ、液晶テレビ、ビュ
ーファインダ型またはモニタ直視型のビデオテープレコーダ、カーナビゲーション装置、
ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワークステーション、テレビ電話機、Ｐ
ＯＳ端末器等が挙げられる。
【符号の説明】
【００７２】
　１…表示装置、１Ａ…表示領域、１Ｂ…非表示領域、１０…表示パネル、１０Ａ…画素
、１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ…副画素、２０…ドライバＩＣ、３０，４０…基板、５０…液
晶層、６０…シール材、３１，４１…支持基材、３２…画素電極、３３，４５…配向膜、
４２…カラーフィルタ、４２Ｒ…赤用フィルタ、４２Ｇ…緑用フィルタ、４２Ｂ…青用フ
ィルタ、４３…遮光部、４４…透明電極、４６…光散乱層、４６Ａ，４６Ｂ，４６Ｃ，４
６Ｄ，４６Ｅ，４６Ｆ，４６Ｇ…領域、４７…位相差層、４８…偏光層、１００…電子機
器、１１１…本体部、１１２…表示体部、１１３…表示装置、１１４…表示画面、１１５
…操作ボタン、１１６…送話部、１１７…受話部、ＡＸ1，ＡＸ2…散乱中心軸、ｂx，ｂy

，ｄ…距離、Ｌx，Ｌy…外光、αx，αy…長さ、θx，θy…入射角、θx1，θy1…最小出
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射角、θx2，θy2…最大出射角、ψx±ａx，ψy±ａy…散乱角度範囲。
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